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 Recently, efforts have been made to promote the success of female employees in 
companies, and an environment has been created where they can play an active role 
without leaving their jobs. However, it is pointed out that there are still challenges in 
utilizing the skills of female employees who have been retained. With respect to those 
issues, existing research has been particularly concerned with the low ratio of female 
managers.
 Against this backdrop, existing research on the challenges of women managers has 
examined factors that increase the ratio of women managers in addition to gender 
differences in promotion to management positions. In particular, the role model 
theory has been proposed as a starting point for the discussion of factors that increase 
women’s willingness to be promoted to managerial positions. The role model 
pespective has also become an important premise in Japanese policy.
 However, existing research on role models has not sufficiently discussed the 
concept itself and the results of empirical studies have been inconsistent. In other 
words, although role model perspective has a great impact in practice (policy), its 
detailed examination has been neglected.
 Through a review of existing studies on women’s motivation for promotion in 
Japanese companies, this study points out the current state and issues of role models 
on women’s motivation for promotion. Based on the issues suggested by the review, 
the future direction of research on role models is discussed.













的要因の影響である（Ingram & Simon, 1995；武石，2014a）。それらに対する企業の



































































































避的でない（less risk averse）こと、フィードバック（i.e., 他者と比較した際の相対的成果）回










































































































































































































24） 中原・トーマツ イノベーション（2018，150‒152頁）では、女王蜂症候群（queen bee 





的比較（social comparison; cf. Festinger, 1954）の視点を手がかりに、ロールモデルの
存在が女性の昇進意欲を高めるという考えを再考する。つぎに、調整要因となりうる

















似性27）（similarity）を指摘している28）（Festinger, 1954; Crosby, 1976; Goodman, 1977; 







26） 準拠選択に関して、特に重要となる要因は、情報の利用可能性（the availability of information）
と準拠との関連性または魅力（the relevance or attractiveness of a given referent）である（cf. 
Goodman, 1977; Kulik & Ambrose, 1992）。
27） 類似性の捉え方は多様だが、本研究では仔細は論じない（cf. Turban & Jones, 1988; Montoya, 









（Wood & Bandura, 1991）。つまり、個人の意見や能力の評価は、他者との類似性に影




か。その検討にあたり、本研究は社会的学習理論（social learning theory; cf. Bandura, 
1977, 1986）を参照する。社会的学習であるモデリング（modeling）は４つ29）の過程





（Wood, 1989; Wood & Bandura, 1991）。
　本研究の焦点が昇進意欲にあることを顧みれば、学習者（learners; cf. Bandura, 
1986）である部下を基準にし、比較対象は上方（upward）に位置づけられる。ただ
し、上方の社会的比較が行われる場合には注意すべき点がある。それは、上方比較に










29） 注意過程、保持過程、運動再生過程、動機づけ過程がある（cf. 邦訳 25‒63頁）。
30） Staines, Tavris, & Jayaratne（1974）によれば、女王蜂症候群の特徴を持つ女性管理職は同性の
部下を軽蔑する可能性がある（cf. pp. 55‒58）。また Kanter（1977）は、多数派への忠誠心
（loyalty）を示す過程において、トークンとなる人物が少数派へ反旗を翻す可能性があると述べ
ている（cf. p. 980）。






























率が関わる。Kanter（1977）は社会的カテゴリー（i.e., salient external master statuses）
の異なる成員の比率に応じて、集団を４つに分類しているが33）、それらのうち、トーク
ンが生じ始めるのは、集団が非対称（skewed）集団になってからである。Kanter（1977, 
p. 968）によれば、トークンとなる人（々）は、生まれ持った特徴（i.e., ascribed 
32） 数とは絶対的な数ではなく、相対的な数である比率を指す（cf. Kanter, 1977）。





















　いくつかの既存研究は、上述の影響を実証的に検討している（e.g., Spanger et al., 
1978; Fairhurst & Snavely, 1983; Wharton & Baron, 1987; Jackson, Thoits, & Taylor, 1995）。
たとえば、Wharton & Baron（1987）は、性別分離（gender segregation）に関して、男
女が並存する職場で働く男性は、男性が支配的な職場で働く男性よりも、職務満足が








　前項で述べたトークニズムに関して、Konrad, Winter, & Gutek（1992）は多数派（少
数派）であるか否かの影響が、男女で異なる可能性を指摘する。具体的には Konrad, 
Winter, & Gutek（1992）は、多数派（少数派）による影響の見方を２つに大別する
（cf. Tsui & Gutek, 1999）。１つは一般的構成理論（generic composition theories）であり、
34） ただし、トークンは意図的に（deliberately）位置づけられる場合とそうでない場合がある（cf., 
Kanter, 1977, p. 968）。










反応が男女で異なると想定される（Gutek, Larwood, & Stromberg, 1986）。すなわち、
女性が多数派である集団内の女性と、男性が多数派の集団にいる女性の反応は異なる
と、この見方では考えられるのである36）（cf., Gutek, Cohen, & Konrad, 1990）。これには、
社会や組織の中で、あるデモグラフィーに何らかの社会的意味（social significance）
が付与されることが関わるとされている（cf. Konrad et al., 1992）。
　上で述べた２つの考えに関して、Konrad, Winter, & Gutek（1992）は質問票調査を
行い、職務集団（work groups）では制度的構成理論37）の説明がより当てはまると結論
づけた。より具体的には、少数派の女性ほど、ネガティブな反応（e.g., 社会的疎外感
（social isolation）、低い職務満足度）を見せることがわかった。この Konrad, Winter, & 
Gutek（1992）の結果を踏まえれば、Kanter（1977）が指摘する構成比の視点に加え、
性差も加味した検討が必要になるだろう（Konrad & Gutek, 1987）。別の言い方をすれ
ば、複数の社会的違い38）（i.e., social distinction; cf. Konrad & Gutek, 1987）の影響を考
慮した上で、個人の評価や行動を捉えることが求められるのである。
　これまで論じたトークニズムと反応の示唆について、いくつかの研究が昇進意欲と
の関係を論じている（Ely, 1994; Riordan & Shore, 1997）。Ely（1994）は、社会的アイ







職を自身の支援者（i.e., a source of support）と見なさないこと。第三に、女性管理職
36） 性別を問わず、性比（i.e., proportional representation）の影響があると主張する研究もある
（e.g., Jackson, Thoits, & Taylor, 1995）。
37） 正確には、「性役割波及効果（sex-role spillover; cf. Gutek & Cohen, 1987）」の考えが当てはま
りがよいとの結果が得られた。








　他方、Riordan & Shore（1997）は社会的カテゴライゼーション理論（social categori-




差を左右する可能性があるとしている（cf. Tsui, Porter, & Egan, 2002）。ただし、これ
には Riordan & Shore（1997）の分析単位が職務集団であり、上司と部下の二者（dyad）
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